
多様性を通じての統一性 :彿往と遍歴の跡から
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はじめに

私は,こ の春 (1995年 4月 ),岩手大学・教育

学部のスタッフの一員として迎えていただきました。

本日は,福井学部長をはじめ,箱石学部学会運営委員

長,浅見委員,同委員会の方々のお世話で,こ の講演

会を,学部の皆様に私の拙い話をお聴きいただく機会

として催していただくことになりました。そのご好意

に深く感謝いたします。また,お忙しいお時間を割い

て,こ の会にご参加下さっている皆様におネL申 しあげ

ます。

さて,こ の講演の性格は,あ くまでも学術講演です。

しかし,私は,この機会を活かして,着任早々の新入

である私の自己紹介としても,話をさせて頂こう,と

考えました。私の考えをお聴きいただき,折にふれて,

これからいろいろと皆様にお教えいただく契機とした

い, と考えました。この講演をそのように活用するこ

とを,どうかお許し下さい。

§1教育学部は「ミニ総合大学である」という言葉に

ついて

まず初めに,「教育学部はミニ総合大学である」と

いう言葉について少し考てみたい, と思います。この

言葉のうち,ま ず,「総合」は,教育学部の研究教育

に携わるスタッフが多様な学問分野に属する教授陣か

ら構成されていることを表現しているのでしょう。し

かし,同様に多様な学問分野の研究教育のスタッフか

ら構成される複数の学部から成る,いわゆる巨大な「総

合大学」と比べると,その規模においては比較的小さ

いということを「ミニ」と表現しているものと考えら

れます。しかし,「 ミニ」であるとは言え,や はり「総

合大学」に類似した総合的な組織体であるという意味

を含めて,多少の謙遜とユーモアを込めた表現として

成立した言葉,それが「教育学部はミニ総合大学であ

る」という言葉である,と私は理解しました。しかし,

以下のように考えることは出来ないでしょうか。人間

の姿としての万能人・総合人と,それを目指す学生た

ちの学び,そ して,それを援助することに努める教授

陣から構成されているという意味では,む しろ,ほか

ならぬ「教育学部」こそが「総合大学であり,総合人

大学である」と。何故ならば,いわゆる「総合大学」

は,それぞれの狭い専門分野の専門家の養成を目指し

ていて,万能人の養成を目指しているわけではないか

らです。その意味では,「総合大学」は,決して「総

合人大学」ではなく「専門家大学」である, という逆

説が成り立っているからです。

現代では,専門分野の科学研究とその教育は,も っ

ぱら知育として,美育,体育,徳育から離れ,学問研

究は芸術創造からも分離され,さ らには, 日常的生活

実践からも遊離するという状況が広がってきていま

す。大学は全人教育ではなくなっています。さらに,

もろもろの科学 。学問研究の相互関係も,互いに疎遠

でそれぞれに孤立しており,全体としては,四分五裂

の状況にあることもしばしば指摘されているところで

す。総合大学の内情の実態も,それに対応して,例え

ば,学部間の交流や,文科系学部と理科系学部の間の
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交流,さ らには,同系統学部内部の交流さえ,実際に

は決してままならず,いわゆる「たこつぼ」状態は深

刻になっています。学際的研究も決して盛んとは言え

ないのが実情です。私たち自身,こ うした状況におい

ては,ある限定された分野の専門家であることが求め

られます。さまざまな他の専門分野への一人の個人と

しての素人的な興味 。関心は諦めて,自 らを狭く専門

的に限定することにより,専門領域の専門家としての

自己同一性を辛うじて確保しているというような状況

がある, と思われます。逆に,例えば, レオナルド・

ダヴィンチのような,あるいは,岩手県 (イ ーハトー

プ)出身の官澤賢治のような,総合人・万能人が,仮

に今日存在していたとしても,現在の大学では,限ら

れた特定分野の専門家としての役割においてしか,大

学にその場を得ることはできないでしょう。ところが,

どうも教育学部ではすこし異なる事情がありそうで

す。教育学部では教師を養成しています。教師たちは,

学校で多くの教科を同時に学ぶ子どもたちを,いわば

「総合人・万能人」の卵としての子どもたちを,教育

し,総合人・万能人の理想型に向けて育てるという性

格をもった教育実践に, 日々励んでいます。国語,算

数,理科,社会,音楽,図工,家庭,体育,生活・・・

と日々の教授と学習は,ま さしく総合人の活動を思わ

せます。そのような活動に従事する教師は,「総合人・

万能人」(=子ども)の教育に当たる「総合人・万能人」

(=教師)なのだ,と も言えましょう。そして,教育

学部の学生達は,現代の「総合人・万能人」たる教師

を目指して,日 々,学習と研究に励んでいます。さら

に,教育学部は,その組織全体としては,そのような

「総合人・万能人」 (=子 ども)の教育に当たる「総

合人・万能人」(=教師)の養成に当たって居る,と言っ

てもよいでしょう。その意味では,つまり,万能人と

しての総合的人間 (=教師)の育成に当たって居ると

いう意味では,教育学部は,決して,「総合大学」の

縮小版としての「ミニ総合大学」などではなく,む し

ろ,ま さに「総合大学」にほかならないのだ,と私に

は思われて来るのです。教育学部の学生は,学部にお

ける学習を通して,そのような「総合人・万能人」と

しての自己形成に誇りを持つべきであるし,ま た,教

育学部の教職員は,そのような「総合人・万能人」 と

しての学生さん達を育てる仕事の内容の豊かさとその

意義深さに誇りを抱くべきである, と私は考えるので

す。現代においては,そのような「総合性」を実現し

ているところは,ほかには容易には見当たらない, と

いう意味で,教育学部はその独自な総合性に,大いな

る誇りをもってよいはずだ,と私は考えるのです。

§2私の「学問する」ということ

今日の「いまここ」が,この時とこの場が,奇跡で

あるようにさえ,私には感じられます。無限の時間と

空間の中で「いまここ」に,こ のようにして,私とい

う人間が皆様と出会っています。私は現在 61歳です。

恐らく,老年期に入った, というべきでしょう。そし

て,私は老人なでしょう。が,「′いでは,私は少年です」。

教育においては,そ こで実現すべき夢を,理想を,描

くことがとても大切です。そして,「夢みること」は,

私のような少年の特技なのです。そこで,「学問する」

ということについて,少 し「夢みること」をしてみた

い, と思います。

現在の私の学問研究は,「教育」と「授業」におけ

る人間の研究です。

私の理解では,「学問する」とは,「問うことを学ぶ

こと」と「学ぶことを問うこと」,を繰り返し繰り返

し行うことです。それらのことを通して,重要な「問

い」を学び,確かな「学」を求めて,さ らにさらに問

い続けることです。「何を, どう,間うか」,そのこと

を「学び問う」こと力`最も大切なことなのだ,と私は

信じています。試みに,こ のことを考えるために,あ

るビデオ作品を,ご一緒に見ることにしましょう。

私と,こ の映像作品とのかかわりは, 1971年 ,

朝日新聞の夕刊に載つた,次のような小さな紹介記事

を読んだことから始まったのです。「・・・ 一人の

男が画面いっぱいに寝ている。次の瞬間から,カ メラ

が連続的にズーム・バックし,ま わりの視界がどんど

ん広がっていく。/ま わりの草原,飛行場,マイアミ

の町,フ ロリダ半島,ア メリカ大陸,地球,さ らに太
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陽系を越え銀河系宇宙の外側まで,キ ッカリ等比級数

的なスピードで広がっていく。画面の左約三分の一の

ところに,出発点からの距離,経過時間,地球時間な

どが現れるが, t秒後の経過距離が 10の t/10乗

メートル,つ まり十秒間ごとに,その前の十秒間に経

過した距離の十倍ずつ離れていくというシステム。し

かも,宇宙の “はて"で突然停止したあとこんどは逆

行しはじめ,も との出発点でも止まらずに,手のひら,

皮膚,細胞,染色体,遺伝子,原子,原子核内部へ・・・

と,刻々とクローズ・アップされていく。宇宙のかな

たから原子核までのこの壮大な旅が,たったの三百五

十秒。しかし,その画面はきわめてリアルで,見終わっ

たあと人々はボウ然としていた。」 (朝日新聞, 197

1年 11月 11日 ,第 19面 ,「広がる視覚世界」)。 [注 )

ここで,会場では,チ ャ‐ルズ 。イームズの作品「パ

ヮ
=ズ
。ォブ。テン」の前半部を視聴した。実際に視

聴した映像は,マイアミでなくてシカゴの市街とミシ

ガン湖畔のものであった。が,その趣は同一である。

また,こ のVTRは,私の放送大学での放送映像教材

『教育の方法』 (第 15回)の一部である。同様のア

イデアは,イ ームズのみでなく,オ ランダのキース・

ブーケにも見られる。また,古典としては,パスカル

の『パンセ』や荘子の「逍遥遊篇」にも見られる。が,

それらの,紹介はここでは割愛する。]

さあ,では,早速ご一緒に,「学問する」をいたし

ましょう。

では,私の「学問する」における「問い」は何でしよ

うか? それは,「私は何を見たか」,つ まり,あなた

は「何をごらんになりましたか ?」 です。 この問い

に対して,最初に心に浮かんだご自分のお答えを,あ

とで確認するため,今,メ モしてみて下さい。 [注 )

参加者には,それぞれメモをして頂いた。] さて,

問い「私は何を見たか」へのありうる答えには,どの

ような多様性が見られるでしょうか。その一端には,

私が想像するに,例えば,次のようなものがありうる

でしょう。

VTRを 見た。テレビ受像機を見た。岩手大学教育

学部の教室の一部を見た。居眠りをして,独 り,夢を

見た。「光と影」を見た。変化するTV画面を見た。

VTR撮影制作の技術を見た。世界を見た。宇宙を見

た。階層化された世界と宇宙を見た。世界の階層性を

見た。人間を見た。社会的存在であり,自然的存在で

あり,物理的存在でもある人間を見た。人間を多様な

脈絡に置いて見た。人間の置かれた多様な状況を見た。

多様な「見る」を見た。多様な思いを見た。VTRを

見ている人間たちを見た。物事を多様に見る人々を見

た。そうした人間を見た。私 (それぞれのご自分)を

見た。物事をそのように見る私を見た。私自身,VT

Rと 共に旅した。 (こ のVTRを見て,叫び声を挙げ

る子どもたちと出会ったことがあります)。 同一の事

物 (一人の人間)に対する多様な「視点性」を見た。

時間を見た。空間を見た。「時間と空間」の物語を見た。

「存在と時間」を見た。これらを見せている一人の人

間を,吉田を,見た。 ・・・・・。

あるいは,山之口 猿の「天」と題する詩を思い出

す方もいらっしゃるかも知れません。 「草にねころ

んでゐると/眼下には天が深い//風/雲/太陽/有

名なもの達の住んでゐる世界//天は青く深いのだ/

みおろしてゐると/体躯 (からだ)が落つこちさうに

なつてこわいのだ/僕は草木の根のやうに/土の中ヘ

もぐり込みたくなつてしまふのだ」

William Blakeの 次の詩を想起するか

もしれません。"To see a World in a Grain of Sand/

And a Heaven in a Wild Flower/Hold lninity in the

Palm of your Hand/And Eternity in an Hour."

では,あなたが先程お書きになったメモには,以上

のうちのどのお答えが書かれていましたでしょうか。

もちろん,これらとはまったく異なる,さ らに独自な

お答えが書かれていたかもしれませんね。そして,

「学問する」の「問い」の一つは,このような「答え」

の多様性はどのようにして生まれているか,なぜ生ま

れるか, ・・・などとなるでしょう。私 (=吉田)は ,

こうした「見る/見た」の,多様なさまざまな見方を,

これまで,それぞれの時期に,辿って来ることになり

ました。そして,今,人間の身体的な命としては,既

に終わりに近ぃ老年期の入り口に,立っているのです。
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E.エ リクソンは,その著『老人期』 (みすず書房)

で,老年期における「統合と絶望 :英知」について語っ

ておりました。私は,現在,絶望ではなく統合を望み,

その実現に努めたいと願つています。今日の講演の題

目の,「多様性を通じての統一性 :紡径と遍歴の跡か

ら」は,その事にかかわつています。そして,「多様

性を通じての統一1/L」 (unity through Diver■ ty)は ,

実は,私の教育心理学研究の暗黙の主題でもあったこ

とに,だいぶ後になって,気が付くことになつたので

す。

§3多様性と統一性

黒板上部に,四角,三角,丸の幾何学的図形を,図

のように,大きく板書して示します。

□ △ 〇

「この 3つの内で, どれが一番好きか,最 も好きな

ものをひとつ選んで下さい。」と指さし,丸が好きな人,

三角が好きな人,そ して,四角が好きな人,を尋ね,

それぞれの挙手を求めました。その結果,好みが,四

角,三角,丸の 3つにほぼ分かれることが確認されま

した。このように分散していることの確認が大切なの

です。

さて,これら3つの図が並んでいるのを見て,何を

考えますか。

まず,私自身は,現在は,成熟した円満な柔和な丸

が好みです (Ho Wernerら の著書Symb01恥rmauonを

想起します)。 しかし,私の好みは,一生を通じて変

化して来たのです。若い頃,三角の「鋭さ」が特に好

きだったこともありました。また,中年の頃,四角の

「堅実,真面目」が好きだったこともあったのです。

[ち なみに,「丸」は哲学者M.ハイデガーが感嘆し

たと伝えられている十牛図の中の一つにある。そこで,

「さて」と言って,用意したプリントを資料として配

布した。その一部には以下,順次示すことになる6つ

の図,図 A～図Fと が描かれていた。]

A

仙
　
涯
　
〓

（
出
光
美
術
館
所
蔵
）

□ △ 〇

′
た
″
BI峰

古田紹欽著『仙′勁 (出光美術館発行, 1985年 )

の33ページには,「円と三角と四角の意味するもの」

と題して,以下のような記述があります。「一体仙座

はどうして □△〇を一つの構図にまとめたものであ

ろうか。憶瀬Iの/理屈をつければどうにもつこうが,

これをどう見たら理屈をつけないで済まされるであろ

うか。 ・・ 。この□△〇を三福神に見たてるのもこじ

つけに陥る。 ・・・釈迦:孔子,老子の三聖と見るの

もこれまたこじつけに陥る。・・・仙F■は悟 りその

ものを描いて見ようとしたのではあるまいから ・・・

□△〇はものの変化,運動を示しており,時間にも空

間にも定着することのないことを示している。 ・・・

思うに□△〇はあらゆる問いに対しての答えを与えて

いるものと見てよかろう。」

「丸,三角,四角」

地   火   水

天台  真言  禅

老子, 孔子, 釈迦,
ユニバース (鈴木大拙)

コンピナート

そして,古田氏は,「いうならば層りといつたもの

を描いているのではなかろうか。」とも,「端的に禅の

真理を顕している」とも,「あらゆる問いに対しての

答え」とも,論 じています。

この言葉は,直ちに,フ ランクルの「次元的存在論」

のC図「第一法員1」 とD図「第二法貝1」 を想起させる

でしょう。
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C
[―つの同じ現霰が、それ自身の次元からより低次の別の諸次元に
投影されたときには、個 の々像が互いに相い容れないようなかたちで描かれる」

r異なる諸現象力`、それら自身の次元から,次の次元に投影されると、
そこに描き出される像は、多重的である」

これら二つの図と法則は,多様な科学や学問が,人

間をとらえる場合に発生する理解の多様性と,それら

多様な理解を統合する統合的理解の統合性と,それら

の間の関係を考えて表現した図なのです。

あるいはまた,霜山徳爾『人間の詩と真実』中公新

書 (9-10ページ)の言葉,「宇宙物理学の最新の

知識と,ハ イドンのオラトリオ『天地創造」とが,ひ

とりの人間のうちに共存できないとしたら,人間はど

んなに貧しい存在になってしまうことだろう。すなわ

ち,複眼の思想とでもいうべきもの―――たとえば大

理石の鉱物学的な知識と同時に,そのなかに,ロ ダン

やミケランジェロが見たものを見ること, ・・・・ ,

[と 力司 共存する世界が必要なのではないだろうか。」

を想起せずにはいられません。

先の 3つの図形に即して間うならば,問いは「丸く

て,三角で,四角いものは在るか? そして,在ると

すれば,それは, どんなものか ?」 となります。そし

て,こ のことは,ま た,今日流行している「複限視」

いわゆる「 3-D」 の現象につながります。

E図は,今日流行のいわゆる「 3-D」 図です。こ

の3-Dに「岩手大学」を読める人と読めない人とが

いらっしゃるかと思います。 [見える人には見えるが,

見えない人,見方を知らない人,見ることができない

人には,全 く見えないであろう。] F図 (3-D)
「共に育ちましょう」 (北海道小樟市緑小学校所在に

芦田恵之助「教育遺碑」)も 立体的にみることができ

ますか? この「共に育ちましょう」は,教育の本質
であり,極意でもあるのです。この写真に写されてい

る遺碑は,だれにも見えているように思われかもしれ

ません。しかし,E図の3-D図で,「岩手大学」を

読み取ることの出来る人には,それを読み取ることの

出来ない人とは,互いに全く違った風に見ているので

す。そして,そのことは,「 3-D」 が見える人には

分かるが,見えない人には分からない,それが,い ま

ここにいる私たちが置かれている状況なのです。

以上のE図 とF図は,右 目と左目で見る像が異なり,

それらの異なる像を統合することで,少なくとも,統

合以前とは異なる像が,あるいは,よ り高次元の像が

見えてくる,と いう意味で,「多様性を通じての統一性」

のささやかな事例である, と私は考えます。しかも,

極く簡単に,短時間で,統合前と統合後の差異を体験

できるという意味では,実に見事で貴重な事例なので

芦
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助

「
教
育
遺
碑
」
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道
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す。

さて,私の申し上げたいことを一言で申し上げま

しょう。いまや,老人期にさしかかった私は,エリク

ソンの言う「絶望」を何とか回避し,克服して,比喩

的に言えば,いわば「複眼視 :3-D」 によって,私

がこれまで学んで来たもろもろの「学問」について,

「統合と絶望 :英知」を,実現しようと努めている,

ということなのです。

私は,こ の講演の副題を「紡往と遍歴」としました。

それらの言葉は,実は,西丸四方著『精神医学彿雀謳

(金剛出版)と神谷美恵子『遍歴』 (みすず書房)ヘ

の私の憧れを表して,それらに倣って,傲慢かつ僣越

にも,副題としたものです。さらには,『さとりへの

遍歴』華厳経入法界品の善財童子の「遍歴」を,かす

かに思ったということもあります。もちろん,私の「遍

歴」の救いようのない未熟さは,改めて申すまでもな

いのですが・・・。

§4紡雀と遍歴の跡

体験的には,時間と空間と他者と自己とは,さ らに

加えるなら,言葉とイメージ,言葉と世界は,互いに,

相対的な互換性がある, ということを,私は考えるよ

うになりました。このことについてここで詳しくお話

しする余裕も用意もありません。が,その一端は,私

の『教育の心地  (放送大学教育振興会, 1995年 )

の「多元的現実」の章で述べておきました。ここでは,

むしろ,その私の考えを背景に,私自身の紡復と遍歴

の跡を語り,「多様性を通じての統一性」へのひとつ

の道の可能性を考えてみたい, と思います。

紡後の跡 :私は,小学校 (当時は,国民学校)を五

つも変わりました。戦争中の疎開と戦後の混乱を,戦

中と戦後の社会の激変を,一人の子どもとして経験し

ました。そして,二つの世界を知るようになりました。

戦前の世界と戦後の世界がそれでした。さらに,転校

に継ぐ転校で,古い世界から移り,新しい世界に住み

着くということに親じむようになりました。新しい未

知の世界に住み着くこと,その新鮮さの喜びを楽しむ

ようになりました。実は,高校で,あ る数学の先生 (都

立日比谷高等学校の岡田章先生とおっしゃる先生です

が)に憧れ,「数学」を専攻して,数学教師をしなが

ら研究するという積もりで,東京大学理科一類に入学

しました。駒場の教養学部の学生生活に幻滅し,最初

の夢を捨てました。自己同一性の探索,自立への私の

紡往が始まったのでした。そして,偶然にも,当時の

「精神薄弱児教育研究」の東京大学教育学部の教育心

理学科の三木安正先生のお教えに心を惹かれて,教育

心理学を自らの専攻分野として選んだのでした。以下

は,言わば,一人の青年の心の軌跡の告白として,お

聞き下さいますように。 [以下は,電文体による,私

の紡径と遍歴の告白(敬称は省略する)です。] 学部

での専門を教育心理学と定め,そこに入門し,ヤスパー

ス『世界観の心理学』を学びたい,と私は願いました。

「世界観」の形成に関心を抱いたからであり,表題に

「心理学」とあつたからです。しかし,そのような「心

理学」はもう古い, と先輩たちに指導されました。そ

して,最 も進んだ科学的な心理学研究は,兎にも角に

も,自 ら選んだ心理的事象を何らかの方法により数量

化し,その数量的資料を高等な推測統計学で処理し,

その結果に基づき,科学的に推論して,結論を出すこ

とだ,と教えられました。極く素直だった私は,修士

課程の 1年まで,その忠告をそのまま丸ごと信じ切っ

ておりました。世界観の研究は,瞬 く間に,いつの間

にか,「社会的態度変容」の研究に縮小化 [後から考

えれ成 矮小イロ されて行きました。そして,研究も,

いや「お勉強Jと いうべきかも知れませんが,次第に

専門化して行きました。例えば,数量的科学的心理学

の基礎と教えられたギルフォードの『精神測定法』,

サーストンの『因子分析法』, トーガーソンの『尺度

化の理論』,ラザースフェルトの『潜在構造分析』,ガ ッ

トマン尺度などの専門的研究論文や著作の勉学に熱中

しました。しかし,間もなく,私の中に,それらに対

する疑いが生まれ始めました。疑惑は,実に,単純で

素朴な問いに始まりました。測定されていると称せら

れる「態度」や「知能」とは一体何か,と いう実に素

朴な「問い」でした。そして,その疑間は,次第に,

私の中で,「科学的心理学」への信念あるいは信仰を
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揺るがす程までに,広がって行きました。恩師・波多

野完治先生のお導きで,ル ビンシュテインの『一般心

理学の基礎』(独語訳)ついで,『存在と意謁 ,『 Jい理学J

(いずれも青木書店発行)を学ぶことになりました。

ルビンシュテインの構成主義批判や唯物弁証法的反映

論を熱心に学びました。その結果は,無謀にも,『一

般心理学の基礎』 (明治図書,全4巻)を ,友人たちと

20年近くもかけて,邦訳する成り行きともなりまし

た。弁証法的唯物論の哲学的基礎の確かな (と 当時は

思われた)ソ ビエト心理学に惹かれ,心から憧れもし

ました。その現代版,ル ビンシュテイン, レオンチェ

フにおける,D.M.マ ッケイのオートマータ研究 [比

較器と濾過器のモデル]に大変関心をそそられました。

このモデルに対しては,R.ヤ コプソンの高い評価も

ありました。そして,マ ッケイは私の大好きな学者と

なりました。 1964年から,恩師東洋先生のお世話

により,イ リノイ州立大学で 3年間,フ ルプライト留

学生として,学びました。サイバネテックスの創始者

のひとり,W.R.ア シュビー先生 [『サイバネテッ

クス入門』,『頭脳への設計』などで有名な先劇 に直

接のご指導を受けることができました。ベルタラン

フイの「一般システム論」を知りました。アッコフ・

エメリーの「目的的システム論」への関心も触発され

ました。D.P.オ ースベル先生に指導教官になって

いただき,「有意味的言語学習理論」,「認知的教育心

理学」を学びました。その縁は,その後,翻訳書『教

室学習の心理学J(黎明書房)に結実しました。ビアジェ

の発生的認識論を学び,そのために,群論の基礎を学

びました。ブルーナーの認知心理学を知りました。科

学的認識論におけるモデル論とピアジェの構造主義に

惹かれました。そこには,諸科学の統合という,一般

システム論にも通じる,考え方があったからです。そ

れは後になって,メ タファー論への関心に繋がって行

くことになりました。教育過程へのモデル論の適用を

主題として探索的な理論的論文を書き,Ph.D.を 得ま

した。

遍歴の跡 :そ もそも,三木先生との出会い以来,私

71年頃,書店で偶然見つけた,斎藤喜博著『教育学

のすすめ』 (筑摩書房)を読み,そのお仕事に,強い

関心を抱くようになりました。斎藤喜博先生の指導す

る教授学研究のグループに飛び込み,その研究と運動

に加わりました。その後ほぼ 10年間というものは,

その研究と運動に没頭しました。そのグループを通し

て,全国の多くの小中高校の授業実践に親しみました。

斎藤先生のお供をして,文字どおり,北海道から九州

まで,多 くの学校を尋ねて,日本全国を駆け巡りまし

た。実践者・武田常夫先生と親交を深めました。林竹

二先生,高橋金三郎先生を知りました。若い日に,恩

師・波多野完治先生に導かれた,芦田恵之助の諸著作

の魅力にも,改めて惹かれるようになりました。自分

の学んだ限りでの諸学問の,教育実践に貢献すること

におけるその無力さを悟るようになりました。それは,

本当に, とても悲しい自覚でした。それらの学問を去

ることを考えました。教育実践を援助し,優れた実践

者たちに,喜ばれるに足るような教育実践研究のため

の学問的基礎の探索を始めるようになりました。精神

医学の諸研究,例えば,ヤスパースの r精神病理学総

論』,『同原論』,r精神病理学研究』などを遍歴しまし

た。そして,ふ としたことから,神谷美恵子著『ここ

ろのお  (日 本評論社)か ら『生きがいについて』 (み

すず書房)を知るに至りました。そして,そ こに私が

長い問,求め続けていたものがある,と 直感したので

した。それは,現象学的精神病理学と呼ばれる学問で

した。熱狂的に,それに集中して学び始めました。荻

野恒一先生の諸著作に導かれて,レイン,ボス,ビン

スワンガー, ミンンコフスキーなどを遍歴しました。

その結果,現象学の原典に湖る必要を痛感するに至り

ました。認知心理学,教育工学を共に学んでいた周囲

の先輩と友人たちは,いまさら全く未知の,海のもの

とも山のものとも知れない,新しい学問に取り掛かる

のは冒険に過ぎるのではないか, と親切に忠告してく

れました。私は,その忠告をありがたいと思いながら

も,r世界観の心理学Jの ときの先輩の忠告を受け入

れた経験の苦い思い出を想起して,自分の責任におい

て,新しい冒険の道を敢えて歩み始めました。 197は,教育実践との繋がりを求め続けていました。 19



7年夏,カ ナダのアルバータに2カ 月を過ごし,フ ッ

サールの『経験と判断』を読み,私が集合論を用いて

「具体と抽象」について考えていたことが,そ こに見

事に展開されていることを発見して,愕然としました。

V.ベルク,A.ジ オルジ,E。 キーンのガヽさな諸著

作を見つけました。後になって,キーンの著作『現象

学的心理学」を東京大学出版会から翻訳出版する縁も

その時生まれました。アメリカのビッツバーグ市に

デュケイン大学なる大学があり,そ こに現象学的心理

学が生まれつつあることを知りました。 1980年 ,

フルプライト上級研究員の試験を受けて,ビ ッツバー

グに赴き,そ こでほぼ 1年を過ごしました。心理学部

のジオルジ教授と親交を結びました。 10年程後に,

教授の 3カ 月の来日を実現することになりました。

デュケインでは,そのほかに,スキヤンロン,サリス,

エンプリー,マデン等の哲学学部のスタッフ,エッカー

ツバーグ,リ ッチヤー,ノ ウルズ,フ イッシャー等の

心理学部スタッフと知り合いました。そこから,結果

として,現在進行中のヴァン・カーム教授の著書『羨

望とオリジナリテイ』の翻訳の仕事への繋がりもでき

たことになります。さらに,フ ツサール『ヨーロッパ

諸学の危機と超越論的現象学』,『イデーン』などを学

び,感動しました。デユケイン大学の心理学部の背骨

であるメルロニポンテイの『知覚の現象学』,『行動の

構遇 ,『眼と精神』などへと導かれて行きました。デ

ユケイン大学を中心とする現象学的心理学の諸研究に

親しみました。ハイデッガニ初期の代表的著作『存在

と時間』にも導かれて行きました。シュツツの『生活

世界の構造』,『社会的世界の現象学』,『著作集』 (東

京大学で大学院ゼミユ990-92年 のテキストとして用い

る)な どに親しみました。そして, リクール『時間と

物語』に近づき,その多様性と統合性に圧倒される思

いを味わいました(東京大学大学院ゼミ■993-94年 の

テキストとして用いる)。

以上,私の紡往と遍歴を,いわば電文体風に記しま

した6思い返せば,憧れの善財童子に倣うともなく,

その時々に,当てどもない紡径を重ね,遍歴を経てき

た,私の「迷走」とも言うべき軌跡に,自分自身,改

めて呆れつつまた驚いてもいます。しかし,今,私は,

この「迷走」を,よ うやく自ら肯定することができる

ようになりました。そればかりか,その紡往と遍歴の

跡から,次第に見えて来たことがあるのです。そして,

その事は,このように全く無駄に終わるかとも思われ

た紡径と遍歴なしには,実は,見えては来なかつたこ

とであったろう,と今の私には思われるのです。これ

は,自 らの途方もない無謀で無駄な紡往の自己弁護の

もがきなのかもしれません。でも,それだけのことに

過ぎない, とはどうしても私には思われないのです。

次第に見えて来たこと,そ れは,先に述べました,

「多様性を通じての統一性 ということだつた,と思

います。

これから,そのことについて軽く少し触れたい, と

思います。

心理学に,「三つの心理学」ということが言われます。

それらは,一人称の心理学,二人称の心理学,二人称

の心理学と呼ばれています。我の心理学,汝の心理学,

彼/彼女の心理学とも呼ばれます。心理学に近づいた

ばかりの若き日の私には,この区別が,さ まざまな心

理学を適切に理解する上で,根本的な区別であること

に,気がつきませんでした。この 3つの間の区別は,

ジャンケレヴィッチの著作『死』 (みすず書房)にお

ける,第一人称態の死,第二人称態の死,第二人称態

の死の間の区別に対応しています。それは,心理学に

おいて,心理学を構築する,「 `ふユ勁 を研究する実践

主体である「私」と,その主体「私」が主題化する「`い

理」の担い手である主体 (我,汝,彼/彼女),その

両者の関係の根本的差異による区別だったのです。こ

のことが分かつてからは,行動主義心理学な「科学的

心理学」から,唯物論的心理学,さ らには,認知心理

学,そ して,現象学的心理学に薫るスペクトルの間を,

私が紡往した遍歴の意味も次第に理解できるように

なってきました。それは,自然科学的心理学から人間

科学的心理学への移り行きであつたとも言えましょ

う。あるいは,ま た,哲学者 。W.シュルツの『私と

世界』の言葉を借りるならば,「世界拘束への傾向」

|    と「世界離脱への傾向」の間の動揺であり,その結果

―- 56 -―



の「迷走」であった, とも言えましょう。その方法的

な差異から言え成 説明と理解の対比に,そ して,

「測定と数量化による客観科学的分析」と「実体験に

基づく主観的理解と意味の解明」の対比,の間の動揺

でもありました。それはまた,パスカルの言う,「幾

何学の精神」と「繊細の精神」の間の動揺であった,

とも言えましょう。

私が,図らずも,三つの心理学のどれにも固着する

ことなく,拙 くも,三つの間を放浪し「迷走」するに

至った理由は,現実の教育実践にかかわるということ

を,ついに諦めることをしなかったことにある,と私

は理解しています。

教育実践の研究は,教育実践者によって,日常の実

践上の必要からなされることが,不可避的です。例え

ば,教師が,日 々の授業実践において,自 らの実践の

質を高めるために,研究を深めて行くことには必然性

があります。また,子どもたち [生徒たち,学生たち]

も,それぞれの立場から,体系的組織的ではないにせ

よ,日 々の授業を生きて行く上で,体験的に日常的に

授業を研究しています。その研究にも, もし研究と呼

べるとすれば,それなりの必然性があります。生きて

行く上で,必須だからです。第三の立場にたつ観察者

的な研究者は,そのような二者間で営まれている教育

実践を,外部から近づく者として,教育実践を研究す

ることになります。しかし,も し,そ うした,第二者

的な立場からの研究から得られる知と知識が,何らか

の仕方で還元されて,現実の教育実践に貢献すべきで

あるとするならば,そのような知と知識が,教師や子

どもたちに伝えられ, 日々の実践に生かされて行かな

くてはなりません。こうした本質的構造をもつ教育実

践と教育研究の関係そのものが,狭 く言えば,授業実

践と授業研究の関係そのものが,それを研究する心理

学研究者としての私に,心理学の人称性を強く意識す

るに至ることを強制する,ある必然性をもっていたの

だ,と私は気がついたのです。つまり,教育実践に貢

献することをめざす教育研究には,も し,真に貢献す

ることをめざすなら,教育実践の本質的構造そのもの

が,研究の人称性を自覚することを強制するのだ,と

いうことです。私の動揺と迷走も,その必然的な構造

のなかの出来事であったのだ,そ う私は気がつくこと

ができたのです。

三つの人称は,先に述べた□△〇の対比を思わせて,

たいへん愉快にも思われましょう。 以上のことが見

えてきますと,私が遍歴した心理学の多様性とそこに

見られた対立,矛盾,葛藤の意味も少しづつ,見えて

来るようになりました。そして,望まれる統一性への

統合への道も私なりに,見えて来る思いがするように

なりました。言ってみれば,先にご紹介した,フ フン

クルの第一法則と第二法則が,私がかかわる心理学の

研究において,具体的に見えてきた,と いうことでも

ありましょう。

§5授業の「学問」研究

学校における授業は,皆さんのひとりひとりが,こ

れまで何万時間も経験している周知の出来事とも言え

ます。しかし,こ の自明とも思われる出来事の中にも,

常に謎が秘められています。私の「学問」研究の主題

は,そ うした授業のなかに生きている人間と,その心

理です。この研究は,初め,学習心理学の授業への応

用という仕方で始まり,ついで,教授=学習の心理学

へと向かい,情報理論やシステム理論の応用となり,

認知心理学となり,現象学的精神病理学に学ぶことを

通して,「授業」の研究から,「教育」の研究,そ して,

さらに,教育における「人間」の研究,共育としての

教育における「世界と私」の研究へと変転を遂げてき

ました。その背景には,先程お話した,教育実践者・

斎藤喜博先生との出会い,武日常夫氏との出会い,そ

して,芦 田恵之助の仕事への回帰があったのです。今 ,

私は,研究者としは,極めて困難な,「知行合一」,

「言行一致」に憧れを抱くようになりました。仏教の

『華厳経』では,文殊菩薩の後に普賢菩薩との出会い

があります。教育実践における「行い」の重要性に気

づくようになったのです。そこに至る成り行きは,皆

さんとご一緒に見た「パワーズ 。オブ。テン」の旅の

ようでもありました。
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予定の時間を大分超過してしまったようですので,

残念ですが,具体的な授業の研究についてさらに詳細

にお話しすることは,こ こでは,割愛させていただく

はかありません。ご関心をもっていただけましたら,

私の著書 r教育の方法』(1991年 ),「教育の心理

:多 と一の交響J(1995年 )(υ ずヽれも,放送大学

教育振興会)な どをご参照いただければ有り難く存じ

ます。

§6多様性を通じての統一性

私は,以上述べましたような「迷も ,あ るいは彿

雀と遍歴を経ることで,次第に,相対的で多元的なも

のの見方を身につけて来たように思います。ある時期

に,絶対に正しいと思い込んでいた考え方が,次第に

疑わしくなっていくということを,繰 り返し経験しま

した。また,逆に,あ る時期に,絶対に誤っていると

信し込んでいた考え方に,一理あるという発見をする

こと,さ らには,ある正しさがあることをわかること

ができるようになるということも,私は,繰り返し経

験してきました。そうした経験を通して,私は, 自分

にある柔軟さが残っている限り,これからも,そのよ

うな変化が自分に起こりうるのではないか,と いう思

いがいつも残るようになりました。そしてまた,も し

私力ヽ 私のささやかな彿径と遍歴の跡を統一的に理解

することができるなら,ひとつのささやかな「多様性

を通じての統一性」を実現できるのではないか, とい

う思いを抱くようになりました。

それは,心理学で言えl∴ 我,汝,彼 。彼女の三つ

の心理学とvヽ う多様性を通じての統一性, というよう

なことになりましょう。思い出すのです力S,デュケイ

ン大学におりました1980年のころ,大学では,現

象学と分析哲学との対話ということが問題となってい

ました。一方のみをただただ信じ込んでいる研究者に

とっては,対話は極めて困難です。相手が,明 らかに

誤ったことを信じ込んでいるように,あるいは,最も

大切なことを見落としているように,見えるからです。

しかし,将来は,恐らく,次第に対話が可能になり,

これまでに見られなかったようなスケールの大きな統

合が,いつの日か,な されるのでありましょう。ポー

ル・ リクールは,そのような統合をめざしているよう

です。それは,よ り広く高い立場からの理論的かつ論

理的な統合でもあり得ましょうし,あ るいは,時間の

流れにそって起こる変貌の歴史的な連続化と統合化で

もあり得ましょう。そのようなことを考えて,私の,

教育実践にかかわる三つの心理学が,私の紡往と遍歴

にもかかわらず,いや,かえってそれゆえに,ある「多

様性を通じての統一性」を可能にしてくれるのではな

いか,そ う私は今,期待もし,希望も抱いて,「絶望

から統合へ」と歩みたいとひそかに願っている次第で

す。

それは,狭い専門家の不可避的な一面性と部分性を

克服して,子どもの備えている多面性と全体性,統一

性を取り戻すことだ,と言ってもよいかも知れません:

あるいは,芸術家や詩人の全体性と統一性に学ぶこと

だ,と言ってもよいでしょう。専門家となることで失っ

た全体性を回復しようと言うのです。老人の仲間入り

をしようとしている私は,私の紡往と遍歴の「迷走」

を,消極的に受け止めて絶望するのではなく,む しろ

積極的に生かして,私の「内なる子ども」を呼び覚ま

し,ひとりの「老いたる子ども」として,全体性と統

一性を「多様性を通じての統一・L」 として育てつつ,

取り戻し,保持し,「絶望」を克服して,「英知」に少

しでも近づきたいと願うのです。それは,巴に象徴さ

れる全体性をめざすことだ,と言ってもよいでしょう。

R.イ ンガルデンはその著『人間論』 (法政大学出

版局)の中で,互いに補い合う「稔りのある議論」を

可能とするためには,それぞれの論者が自分の正しさ

への信念を「括弧に入れる」こと,「一応棚上げする」

(252ペ ージ)こ とが必要であることを説いていまし

た。彿雀と遍歴は,そ うした信念の「括弧入れ」を長

い年月をかけて,私に教えてくれたように思います。

現代における学問の全体性の喪失と専門化と部分化

の進行が指摘されています。しかし,子どもには,例

えiム 月ヽ学生,中学生,高校生には,少なくとも専門

家と比べるなら,先に述べました意味での「万能人・

総合人」としての全体性と統一性が,ま だ保たれてい
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る,失われていない,と言ってよいでしょう。そして,

そのような「万能人・総合人」を豊かに育てるべき教

師には,全体性と統一性が求められています。ヴィー

コの,「知恵ある人は最低の真理から出発して最高の

真理に向かうのである。」という言葉が思い出されま

す。教育学部は,そ う言う意味で,「知恵ある人」と

しての教師を育てる学部です。そして,そのような教

師たちを育てる組織体としての教育学部にこそは,現

代において失われた学問の全体性の回復と,「 ミニ」

ではない「総合大学」としての自己同一性が求められ

ている, と言えるのではないでしょうか。教育学部の

存在には,そのような可能性が賭けられており,ま た,

そのような存在理由があるのだ,そんなふうに,私に

は思われるのです。私は,そのような期待と希望をもっ

て,教育学部の一員として「学問する」に努めて参り

たいと願っています。

先程,遊びとして提起した問題,「丸くて,三角で,

四角いもの」とは, どんなものか,に対する答えを,

ここで,お示ししたい, と思います。 [こ こで,実物

を提示した。][さ らに,黒板に,画法幾何学の手法で,

底面は円,正面は三角,そ して,側面が四角の立体を

描いて,示 した。] これは「コロンプスの卵」だっ

たかもしれません。これは,ま た,先程の「フランク

ルの第一法則」の変形あるいは拡張だ,と も言えましょ

う。

おわりに

教育における人間の研究には,教育/授業実践 と

教育/授業研究の統合,知と行との統合,言 と行との

統合,我と他との統合,心と身の統合,な ど・・・難

しい問題が沢山残されています。私は,これからも,

生ある限り,絶望せず,統合をめざして,英知を求め

て,さ らに努めて「学問」して行きたい,と願ってい

ます。

お配りした,プリントのFの図,芦田恵之助の言葉

「共に育ちましょう」が,こ こで私が皆様にお伝えし

たいメッセージです。 [現在,東京を中心に関東地区

で放映中の放送大学の『教育の心地  (私が担当して

いるTV番組)の画面から,「多と一の交響」のタイ

トル・バック,岩手山と盛岡市,岩手大学のキャンパ

スの情景を示す画面などをお見せした。] 予定され
ていた時間を大幅に超過してしまいましたにもかかわ

らず,ご静聴をいただき,感謝いたします。たいへん

ありがとうございました。
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